
（別紙３）

～ 2024年11月15日

（対象者数） 22 （回答者数） 20

～ 2024年11月29日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援者がマンツーマンでつかない利用者に対しても、時間

を設定して個別活動を行っていく

・支援者間での共有を更に向上させる

2

・安全を担保しつつ、外出支援先（公園、同一法人施設等）

を充実させていく

・メリハリのあるカリキュラムを展開していく

3
・本人の希望を受け止めつつも、今本人に必要なスキルを獲

得するためのチャレンジも促していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・本人及び家族のニーズを適切に把握しながら、関係機関や

他の事業所と情報共有を行い、可能性を探っていく

・地域の中高生がボランティアで来所する機会があるので、

その際に一緒に関わりを楽しんでいただく

2

・現在行っているペアレントメンターによるサポートファイ

ル書き方講座＆茶話会や、早期発達支援セミナー等での保護

者同士の交流を充実させつつ、保護者会に対しての保護者の

ニーズを確認していく

3

・各職員が全体ミーティングにて各マニュアルの内容につい

て学ぶ

・各マニュアルに沿った対応について定期的に確認、訓練を

行っていく

・ご家族への周知を徹底する

職員数の充実により手厚い個別支援を行うことが出来る

・本人やご家族のニーズを確認しながら、本人が今必要な支援

を行っている

・本人の特性や生活環境、利用時の様子など職員間で情報共有

を行い、丁寧な個別対応を行っている

1階、2階の広いスペースを使い、支援が出来ている
・ひとりひとりの活動内容に合わせて適切な活動場所を提供し

ている

こどもたちにとって楽しい場所、安心できる場所になっている

・あそびの中で本人の様々な成長を促していくという基本的な

考え方

・こどもと支援者が一緒になって楽しめる空間づくり

・本人の気持ちをしっかりと受け止める姿勢

非常時等の対応に不安がある
・各対応マニュアルに対する職員の把握が不十分

・各対応マニュアルのご家族への周知が不十分

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学童や地域との交流がない

・利用児の特性等の理由により交流が難しい

・安全面での配慮から、事業所や相手機関の負担が大きい

・学校で地域や障がいを持たないこどもとの交流があるため、

本人や保護者から事業所に求められるニーズがない

保護者会等を開催していない

・ライフスタイルの変化等で、保護者会が負担と感じる人が増

えてきている

・保護者会を作りたいという保護者の自発的な声を聞いておら

ず、こちらも保護者会に対する保護者の意識を確認していない

2024年11月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年12月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス事業　ころころ遊園

○保護者評価実施期間
2024年10月7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


